
 

（３）危険源、危険状態及び危険事象の特定 チェックシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１４以降の危険源等の表は、当機種に該当する項目がないので省略する。 

機械設備の名称：ベルトコンベヤ（１） 出席者：○○、○○、○○、○○、○○、○○ 作成部署：搬送機械部

製品型式：○○○－○○○○ (実施日：2008.12.10/9:30～12:00 場所：工場会議室) 作成日：２００８．１２．２４

危険対象者：運転作業者 承認者：○○○○

Ｎｏ 危険源・部位
作業内容

（いつ、どんな時）

危険対象者

（誰が）

危険の

有無
危険状態・事象内容

一般的な据え置き型の機械に存在する危険源、危険状態及び危険事象

1

(1)機械部品又は加工物が発生する例えば次の

　 事項からおこるもの

a)形状

b)相対位置

c)質量及び安定性(重力の影響を受けて動く構成

　要素の位置エネルギー)

d)質量及び速度(制御又は無制御運動時の構成

  要素【の位置エネルギー】)

e)不適切は機械強度

(2)例えば次の項目から起こる機械内部の蓄積

   エネルギー

f)弾力性構成要素

g)加圧下の液体及び気体

1.1 押しつぶしの危険源

1.2 せん断の危険源

1.3 切傷又は切断の危険源

1.4 巻き込みの危険源 頭部プーリ部

尾部プーリ部

ベルトとローラ

間

指がベルトとローラ間

にはさまれてけがをす

る

リターンローラ部
指が回転物に巻き込

まれけがをする

1.5 引き込み又は補足の危険源

1.6 衝撃の危険源

1.7 突き刺し又は突き通しの危険源

1.8 こすれ又は擦りむきの危険源 コンベヤ本体

近道行動でコンベヤ

の上、下を通行する

時

作業者 有 転倒・転落によるけが

1.9 高圧流体の注入又は噴出の危険源

2 電気的危険源

2.1 充電部に人が接触(直接接触)

2.2 不具合状態下で充電部に人が接触(間接接触) コンベヤ本体
漏電した本体に接

触する
作業者 有 感電死

2.3 高電圧下の充電部に接近

2.4 静電気現象

2.5
熱放熱、又は短絡若しくは過負荷などから起こる溶融物

の放出や化学効果など　その他現象

3

3.1

極度の高温又は低温の物質若しくは材料に人が接触し

得ることによって火災又は爆発からの放出による火傷、

熱傷及びその他災害

3.2 熱間又は冷間作業環境を原因とする健康障害

4

4.1
聴力喪失、その他の生理的不調(平衡感覚の喪失、意

識の喪失)
駆動部 近接する作業時 作業者 有

騒音による不快感を受

ける

4.2 口頭伝達、音響信号、その他障害

12

13 駆動モーター
過積載搬送、モー

ター故障など
作業者 有

モーター発熱で発生し

た火災で火傷する

工具回転速度の変動

（当機種に該当する項目がないので途中省略する。）

動力源の故障

有

指が回転物に巻き込

まれけがをする

機械的危険源

次の結果を招く熱的危険源

機械の危険性又は有害性

①搬送物や異物を

除去しようとした時
作業者

次の結果を招く騒音から起こる危険源



 

（４）リスクアセスメント実施例（１／２） 

２－１－１　コンベヤ（１）全体 コンベヤ（１）全体（保護方策適用）

２－１－２　コンベヤ（１）頭部 まとめ表Ｎo．1／危険源の同定1.4

２－１－３　コンベア（１）尾部 まとめ表Ｎo．２／危険源の同定１．４

評価前 評価後

スキマ大

スキマ大

頭部プーリと頭部側板の隙間を小さくする

尾部プーリと尾部側板の隙間を小さくする

（頭部　正面）



 

リスクアセスメント実施例（２／２） 

 

 

２－１－４　コンベヤ（１）フレーム中央 ＲＡまとめ表Ｎo．３、５／危険源の同定１．４

２－１－５　コンベヤ（１）アース まとめ表Ｎo．６、８／危険源の同定２．２、１３

評価前 評価後

フレーム上面に貼付：
　・危険シール「運転中は手を触れるな」
　　　　　　　　　「コンベヤ上に乗るな」
　・注意シール「はさまれ、巻き込まれ」
フレーム側面に貼付：
　・危険シール「コンベヤの下(内)に入るな」

アース端子はコネクタ固定
ネジと併用し、マーク表示
する。 フレームアース端子を設置する



 

（参考）２－１－５ コンベヤ（１）アース端子設置のための調査実施 

 

本コンベヤに使用しているコネクタを解体し、導通チェックをしたところ、両サイドのコ

ネクタ固定用ネジ穴とコネクタ内部の対角位置にあるアースピンに導通があった。そこで、

このネジ穴を使ってアース端子を構成できることが判明した。 

 

ボルトで繋がっている

アース導通あり

繋がっている

繋がっている 繋がっている



（５）リスクアセスメント総合まとめ表
機械設備の名称：ベルトコンベヤ（１） 出席者：○○、○○、○○、○○、○○、○○ 作成部署：搬送機械部
製品型式：○○○－○○○○ (実施日：2008.12.10/9:30～12:00 場所：工場会議室) 作成日：２００８．１２．２４

危険対象者：運転作業者 承認者：○○○○

有無
危害の
大きさ

危害の
発生確率

リスク
レベル

指の骨
折、つぶ

れ
時々 指の切傷 僅か

Ⅱ Ｃ Ⅳ Ｄ

指の骨
折、つぶ

れ
時々 指の切傷 僅か

Ⅱ Ｃ Ⅳ Ｄ

指のはさ
まれ

時々
指のはさ

まれ
僅か

Ⅲ Ｃ Ⅲ Ｄ

指のはさ
まれ

可能性小
指のはさ

まれ
可能性小

Ⅲ Ｅ Ⅲ Ｅ

手、足の
打撲

僅か
手、足の

打撲
可能性小

Ⅱ Ｄ Ⅱ Ｅ

致命傷 可能性小 なし 可能性小

Ⅰ Ｅ Ⅳ Ｅ

不快 可能性小 不快 可能性小

Ⅳ Ｅ Ⅳ Ｅ

最大４度
の火傷

可能性小
軽い
火傷

可能性小

Ⅰ Ｅ Ⅲ Ｅ

専用アース端子への
アース線の未接続また
は不確実な接続の場合
は感電の可能性がある。

漏電したフレームな
どに触れ、感電する

電源アースと本体アースはコンベヤ
本体及び取扱説明書に“必ずアース
線を接続せよ”警告標識の取付け及
び位置図が記載されていますので取
扱い時には使用事業者で必ず実施
してください。

コネクタの電源アース端子に加
え「本体アース」端子直近に
アースシールを貼る

－－－
20

（許容でき
る）

12
許容でき
る（審査が
必要）

6

作業中にコンベ
ヤへ接触

作業者 有

妥当 なし

妥当 なし

新たな
危険源
の発生

妥当 なし

妥当 なし

－－－

取扱説明書に“搬送能力はカタ
ログ範囲内でご使用ください。ま
たモーター損傷保護装置として
必ず、モーター容量に適した
「過負荷保護装置（オーバー
ロードリレー）」を設置してくださ
い。”を追記した。

－－－

①コンベヤ本体及び取扱説明書に
“はさまれ、巻き込まれ”警告標識の
取付け及び位置図が記載されていま
すので取扱い時には使用事業者で
社内教育を励行してください。②取
扱説明書に記載されているとおり、コ
ンベヤ周辺に作業者が近づく場合お
よび作業する場合は必ず“非常停止
釦”の設置をしてください。

①コンベヤ本体及び取扱説明書に
“はさまれ、巻き込まれ”警告標識の
取付け及び位置図が記載されていま
すので取扱い時には使用事業者で
社内教育を励行してください。②取
扱説明書に記載されているとおり、コ
ンベヤ周辺に作業者が近づく場合お
よび作業する場合は必ず“非常停止
釦”の設置をしてください。

コンベヤ本体及び取扱説明書に“は
さまれ、巻き込まれ”警告標識の取付
け及び位置図が記載されていますの
で取扱い時には使用事業者で社内
教育を励行してください。

コンベヤ本体及び取扱説明書に“は
さまれ、巻き込まれ”警告標識の取付
け及び位置図が記載されていますの
で取扱い時には使用事業者で社内
教育を励行してください。

①コンベヤ本体及び取扱説明書に
“コンベヤ上に乗るな”、“コンベヤの
下(内)に入るな”警告標識の取付け
及び位置図が記載されていますので
取扱い時には使用事業者で社内教
育を励行してください。②設置環境と
しての安全通路を使用事業者で確保
してください。

使用事業者で設置環境を考慮し遮
蔽板、耳栓などの設置、使用を検討
してください。

取扱説明書に記載されておりますと
おり使用事業者で“搬送能力はカタ
ログ範囲内でご使用ください。また
モーター損傷保護装置として必ず、
モーター容量に適した「過負荷保護
装置（オーバーロードリレー）」の設
置”を願います。

初回リスク評価（ＭＩＬ評価） 保護方策

残留リスク対策
（記載する情報）

使用上の情報提供リスク再評価（ＭＩＬ評価）

リスク
リスクの再評価

残留リスク方策は
妥当か

警告表示

17
（許容でき
る（審査が

必要））

コンベヤの搬送能力を
超えて使用される可能性
はある。

15
（許容でき
る（審査が

必要））

警告表示だけでは、コン
ベヤの上を通行したり、
下をくぐる様な危険行動
の可能性はある。

20
（許容でき

る）

妥当

作業環境レベルにより問
題となる可能性はある。

なし

妥当 なし

許容でき
る（審査が
必要）

－－－

13動力源
の故障

過積載搬送、モー
ター故障による発
熱、火災の発生で火
傷を負う

有

4.1騒音 騒音による不快感を
受ける

20

12

1.4機械的
巻き込み

指がベルトとローラ間
にはさまれ、けがをす
る

許容でき
る

指が回転物に巻き込
まれ、けがをする

17
許容でき
る（審査が
必要）

1.8機械的
こすれ、
擦りむき

10
許容でき
る（審査が
必要）

2.2電気的
漏電

有

－－－

1.4機械的
巻き込み

－－－

指が回転物に巻き込
まれ、けがをする

6
好ましくな
い

1.4機械的
巻き込み

11
許容でき
る（審査が
必要）

転倒・転落により、け
がをする

好ましくな
い

①頭部プーリと頭部側板の隙間
をより小さくする（現状１６ｍｍ～
２０ｍｍ（設計値１５ｍｍ）→４ｍｍ
以下へ）

－－－

フレーム中央上面に「はさまれ、
巻き込まれ」注意シールを貼る

－－－ 「コンベヤ上に乗るな」シールを
フレーム中央上面、「コンベヤの
下(内)に入るな」をフレーム中央
側面に貼る

警告ラベルを貼付、取扱説明書
に記載する。

－－－

19
（許容でき

る）

①尾部プーリと尾部側板の隙間
をより小さくする（現状２０～３０ｍ
ｍ（設計値２０ｍｍ）→４ｍｍ以下
へ）

指先が隙間へ巻き込ま
れる可能性はある。

14
（許容でき
る（審査が

必要））

指先がベルトとローラ間
へはさまれる可能性はあ
る。

指先が隙間へ巻き込ま
れる可能性はある。

妥当 なし

19
（許容でき

る）

17
（許容でき
る（審査が

必要））

指先がベルトとローラ間
へはさまれる可能性はあ
る。

妥当 なし

1.4機械的
巻き込み

指が回転物に巻き込
まれ、けがをする

6

危害の
大きさ

危険源
の種類

危険状態および
危険事象の内容

再見積り

リスクの見積り

初回リス
ク評価危害の

発生確率
リスク
レベル

採用する保護方策

設備上
作業
No.

作業等 対象者

危険源の同定

5

7

頭部プーリ部で
異物除去（①搬
送物や異物を
除去しようとした
時）

制限仕様を
オーバーして物
品を搬送する

1

2

3

4

運転時の駆動
部からの騒音
（近接する作業
時）

作業者が近道
行動をしてコン
ベヤの上、下を
通行する時

作業者

有

作業者

作業者

有

有

作業者8

有

尾部プーリ部で
異物除去（①搬
送物や異物を
除去しようとした
時）

ベルトとローラ
間の異物除去
（①搬送物や異
物を除去しよう
とした時）

リターンローラ
部で異物除去
（①搬送物や異
物を除去しよう
とした時）

作業者 有

作業者

作業者

一般機械部分（制御システムの安全関連部以外）

単品コンベヤでは本質的安全
設計方策が取れない

①コンベヤ１ｍ機側で約６０ｄ
Ｂ（Ａ）である---環境/第1区
分の85ｄＢ(Ａ)はｸﾘｱ



 

２－２ ベルトコンベヤ（２）  型式：○○○－○○○○ 

 

作成日：２００８．１２．２４

機械の制限仕様の指定シート

部署名 部長 副部長 副部長 作成者

搬送機械部 ○○ ○○ ○○ ○○

　
・予見される誤使用 ①ベルト・プーリ間への指、手の巻き込まれ
・機能不良に伴う人の行動 ②モータ発熱による火傷
・制限仕様に基づく

人と機械設備の関わり合い

運転員

サービス員
（補給、保全）

危
害
の
対
象
者

資格の要否
運転時(機械の運転講習修了者でかつ機械、電気に関する専門知識
を有する者)

周辺の作業員
機械の運転講習修了者でかつ機械、電気に関する専門知識を有する
者

資格の要否
保全時、調整時、不具合の発見・措置時(トラブル含む)
(機械の運転講習修了者でかつ機械、電気に関する専門知識を有す
る者)

第三者 無し(機械周辺への立入禁止)

製品質量（ｋｇ） ２８ｋｇ

設置条件（温度、湿度等） 屋内(腐食ガス等の無いところ)、室温：0～40℃、相対湿度：８５％以下

送りスピード又は回転数 搬送速度：０．２～１５ｍ／ｍｉｎ（５０Ｈｚ）

製品寸法（縦×横×高さ） 本体：幅３４０ｍｍ×長さ２０００ｍｍ×高さ１６５ｍｍ

運転方式（モード） 連続運転

加工能力 搬送能力：３０ｋｇ／全長（１５ｋｇ／ｍ）

通常使用

機
械
の
主
な
仕
様

製品型式 ○○○－○○○○

設計寿命 約８年（２０，０００Ｈ）／８Ｈ/日として２，５００H/年の計算

構成部品の交換間隔 約２年（５，０００Ｈ）／８Ｈ/日として２，５００H/年の計算

原動機出力（ｋW） 減速機付ブラシレスモータ：１３０Ｗ　減速比：１／３０　単相１００Ｖ

　　添付図ほか 標準図：□□□□、□□□□

項          目 機械の制限仕様等

機械設備の名称 ベルトコンベヤ（２）

機械設備を使用する目的、用途 箱物、袋物、缶類等、かさ物全般の搬送

機械設備のライフサイクル段階




